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‐
構
造
設
計
一
級
建
築

士
と
は
。

　

髙
野
「
２
０
０
５
年
に

あ
っ
た
構
造
計
算
書
偽
造

事
件
を
受
け
、
翌
年
改
正

建
築
士
法
に
よ
り
、
構
造

設
計
一
級
建
築
士
制
度
が

創
設
さ
れ
た
。
一
定
規
模

以
上
の
建
築
物
の
構
造
設

計
に
つ
い
て
は
、
構
造
設

計
一
級
建
築
士
が
自
ら
設

計
を
行
う
か
若
し
く
は
構

造
設
計
一
級
建
築
士
に
構

造
関
係
規
定
へ
の
適
合
性

の
確
認
を
受
け
る
こ
と
が

義
務
付
け
ら
れ
た
。
建
物

の
耐
震
性
が
基
準
を
超
え

て
い
る
か
を
計
算
す
る
も

の
だ
」

　

‐
耐
震
性
を
高
く
す
る

に
は
。

　

髙
野
「
木
造
建
築
の
場

合
は
、
梁
と
柱
を
金
物
で

接
合
す
る
。
柱
と
柱
の
間

に
筋
交
い
、
ま
た
は
合
板

の
耐
力
壁
を
入
れ
る
。
壁

の
量
を
増
や
す
。
土
台
を

ア
ン
カ
ー
ボ
ル
ト
で
固
定

す
る
な
ど
だ
。
壁
は
量
と

共
に
一
つ
の
面
に
偏
ら
な

い
な
ど
バ
ラ
ン
ス
も
大
事

に
な
る
」

　

‐
能
登
半
島
地
震
の
被

害
を
見
て
感
じ
る
こ
と

は
。

　

髙
野
「
１
９
８
１
年
の

新
耐
震
基
準
前
に
建
て
ら

無
い
と
い
う
こ
と
で
は
な

い
。
歪
み
や
ひ
び
割
れ
の

被
害
は
あ
り
得
る
。
あ
く

ま
で
も
『
倒
壊
し
な
い
＝

潰
れ
な
い
』
と
い
う
こ
と

だ
。
付
け
加
え
れ
ば
、
耐

震
基
準
は
一
度
の
地
震
に

つ
い
て
想
定
し
て
い
る
。

能
登
半
島
で
は
こ
こ
数
年

の
間
に
何
度
も
震
度
５
、

６
の
地
震
が
発
生
し
、
建

物
は
そ
の
度
、
揺
す
ら
れ

て
き
た
。
蓄
積
し
た
ダ
メ

ー
ジ
も
あ
り
、
被
害
を
拡

大
さ
せ
た
可
能
性
が
高

い
。
併
せ
て
木
造
家
屋
や

中
低
層
建
物
の
全
壊
や
倒

壊
を
引
き
起
こ
し
や
す
い

周
期
の
地
震
波
が
発
生
し

た
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
お

り
、
被
害
を
拡
大
さ
せ
た

可
能
性
も
指
摘
さ
れ
て
い

る
」

　

‐
液
状
化
・
地
盤
の
変

形
に
つ
い
て
は
。

　

髙
野
「
輪
島
市
な
ど
で

液
状
化
が
確
認
さ
れ
て
い

る
。
珠
洲
市
で
被
害
が
大

き
か
っ
た
所
は
河
川
に
よ

る
堆
積
平
野
に
あ
り
、
地

盤
が
軟
弱
で
地
震
の
際
に

揺
れ
や
す
い
。
道
路
が
波

打
つ
よ
う
に
破
壊
さ
れ
、

被
害
を
受
け
て
い
な
い
家

屋
を
見
つ
け
る
の
が
難
し

い
状
況
だ
。
半
島
の
北
岸

で
は
海
岸
の
隆
起
も
確
認

さ
れ
て
い
る
の
で
、
垂
直

方
向
の
揺
れ
も
大
き
な
影

響
を
与
え
た
可
能
性
が
あ

　

-

耐
震
基

準
を
ク
リ
ア

し
た
建
物
な

ら
大
丈
夫
な

の
か
。

　

髙
野
「
設

計
や
施
工
に

瑕
疵
が
な

く
、
耐
震
基

準（
壁
の
量
・

バ
ラ
ン
ス
・

金
物
で
の
固

定
）
を
満
足

さ
せ
て
い
れ

ば
、
震
度
６

強
や
７
の
揺

れ
で
も
『
倒

壊
』
は
せ
ず

に
、
居
住
者

の
避
難
は
可

能
に
な
る
。

そ
の
意
味
で

は
命
は
守
ら

れ
る
。
た
だ

し
、
建
物
に

全
く
損
傷
が

れ
た
木
造
の
古
い
建
物
の

倒
壊
が
多
い
。
瓦
屋
根
に

土
壁
の
家
が
目
に
つ
い

た
。
日
本
海
の
冬
風
に
耐

え
る
重
い
瓦
で
、
瓦
を
固

定
す
る
た
め
に
土
で
葺
い

て
い
る
の
で
、
な
お
さ
ら

重
く
な
る
。
地
震
の
揺
れ

は
慣
性
の
力
で
、
重
い
も

の
ほ
ど
大
き
く
な
る
。
屋

根
が
重
く
、
大
き
く
揺
れ

や
す
い
建
物
も
多
か
っ
た

よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。

新
耐
震
基
準
以
降
の
家
屋

で
も
、
阪
神
淡
路
大
震
災

以
前
の
も
の
は
壁
の
配
置

バ
ラ
ン
ス
ま
で
は
考
え
切

れ
て
い
な
い
の
で
、
被
害

を
受
け
て
い
る
よ
う
だ
」

　

1
月
１
日
に
発
生
し
た
能
登
半
島
地
震
で
は
木
造
住
宅
の
倒
壊
が
目
立
ち
、
道
路
が
寸
断
さ
れ
、

が
け
崩
れ
が
至
る
所
で
発
生
し
た
。
激
し
い
揺
れ
と
地
盤
の
液
状
化
が
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た

要
因
と
推
測
さ
れ
る
。
阪
神
大
震
災
（
１
９
９
５
年
）
や
熊
本
大
地
震
（
２
０
１
６
年
）
と
同
じ
よ

う
に
震
源
地
が
浅
い
直
下
型
地
震
の
怖
さ
を
ま
ざ
ま
ざ
と
示
し
た
。
東
日
本
大
震
災（
２
０
１
１
年
）

以
降
進
む
建
物
の
耐
震
化
と
被
害
を
予
測
す
る
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
対
応
し
た
対
策
の
大
切
さ
を
今

回
の
地
震
で
改
め
て
認
識
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
建
物
の
耐
震
性
な
ど
を
計
算
す
る
構
造
設
計
一

級
建
築
士
で
建
物
の
構
造
計
算
な
ど
に
詳
し
い
構
造
設
計
室
ラ
・
ク
レ
（
青
梅
市
新
町
）
代
表
の
髙

野
一
樹
さ
ん
＝
写
真
＝
に
話
を
聞
い
た
。　
　
　
　
　
　
　
　

 　

                                （
岡
村
信
良
）

耐
震
性
を
強
化
、ハ
ザ

ー
ド
マッ
プ
を
確
認西多摩の地盤は比較的良いが　6強、７への

備え万全に　構造設計一級建築士　髙野一樹さんに聞く

首都直下地震　今一度備えを

る
」

　

‐
青
梅
市
を
は
じ
め
西

多
摩
地
域
の
地
盤
は
ど
う

か
。

　

髙
野
「
川
な
ど
の
水
辺

の
近
く
や
元
田
ん
ぼ
だ
っ

た
緩
い
地
質
の
地
域
の
揺

れ
は
大
き
く
な
る
傾
向
が

強
い
。
そ
れ
で
も
多
摩
地

域
の
地
層
は
砂
礫
層
が
厚

く
、
そ
の
上
に
硬
め
の
粘

性
土
で
あ
る
関
東
ロ
ー
ム

層
に
も
厚
く
覆
わ
れ
て
お

り
、比
較
的
地
盤
は
い
い
。

山
間
地
に
近
い
西
多
摩
の

地
盤
は
よ
り
揺
れ
に
強
い

と
言
え
よ
う
。
他
県
か
ら

東
京
都
に
移
住
を
考
え
て

い
る
人
た
ち
に
、
青
梅
市

を
は
じ
め
西
多
摩
は
比
較

的
地
震
に
強
い
地
域
と
し

て
Ｐ
Ｒ
し
て
も
良
い
の
で

　

■
髙
野
一
樹
さ
ん　

早
稲
田
大
学
建
築
学
科
、

同
大
学
院
を
卒
業
。
都

内
設
計
事
務
所
の
勤
務

を
経
て
、
独
立
。
構
造

設
計
室
ラ
・
ク
レ
代
表
。

株
式
会
社
グ
ッ
ド
・
ア

イ
ズ
建
築
検
査
機
構 

耐

震
判
定
委
員
会
委
員
。

青
梅
市
在
住
。

は
な
い
か
と
思
う
」

　

‐
西
多
摩
地
域
も
震
度

６
強
、
６
弱
な
ど
の
大
地

震
に
い
つ
襲
わ
れ
る
か
分

か
ら
な
い
。
建
物
の
耐
震

補
強
と
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

の
確
認
、
避
難
所
の
確

認
、
自
助
努
力
で
で
き
る

食
糧
や
防
災
グ
ッ
ズ
の
備

え
を
し
っ
か
り
し
て
い
き

た
い
。

　

将
来
的
に
西
多
摩
地

域
を
襲
う
大
き
な
地
震

は
何
か
。
東
京
都
防
災

会
議
地
震
部
会
の
資
料

に
よ
る
と
、
都
心
南
部

直
下
地
震
の
ほ
か
、「
首

都
直
下
型
」
の
多
摩
東

部
直
下
地
震
と
立
川
断

層
帯
地
震
、「
海
溝
型
」

の
大
正
関
東
地
震
と
南

海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
が

あ
る
。

　

こ
の
う
ち
都
心
南
部

直
下
地
震
と
多
摩
東
部

直
下
地
震
は
フ
ィ
リ
ピ

ン
海
プ
レ
ー
ト
内
で
起

き
る
「
首
都
直
下
型
」

で
、
今
後
30
年
以
内
の

発
生
確
率
が
70
％
と
さ

れ
る
。
多
摩
東
部
直
下

地
震
の
予
測
で
は
マ
グ

ニ
チ
ュ
ー
ド
７
・
３
を

想
定
。世
田
谷
と
荒
川
、

板
橋
の
３
区
の
ご
く
一

部
と
日
野
市
の
Ｊ
Ｒ
中

央
線
沿
線
の
一
部
で
震
度

７
に
な
る
。
西
多
摩
は
福

生
市
、
青
梅
市
な
ど
の
一

部
で
６
強
、
そ
の
ほ
か
の

平
地
は
６
弱
、
山
間
地
は

５
強
。

　

多
摩
地
域
に
最
も
大
き

な
影
響
を
与
え
る
の
が
立

川
断
層
帯
地
震
。
想
定
は

マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
７
・
４
。

武
蔵
村
山
、
昭
島
、
福
生
、

青
梅
、
立
川
の
各
市
な
ど

の
一
部
が
震
度
７
に
見
舞

わ
れ
る
。
西
多
摩
は
福
生

市
、
瑞
穂
町
、
青
梅
市
東

側
の
一
部
が
７
で
、
こ
の

地
域
に
羽
村
市
全
域
、
あ

き
る
野
市
と
日
の
出
町
の

東
部
を
含
め
た
地
域
が
６

強
。
そ
の
ほ
か
の
平
地
は

６
弱
、
山
間
地
は
５
強
か

５
弱
。

　

相
模
ト
ラ
フ
沿
い
を
震

源
域
と
す
る
大
正
関
東

地
震
は
、
関
東
大
震
災

（
１
９
２
３
年
）
を
モ
デ

ル
に
想
定
し
た
も
の
。
想

定
は
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
８

ク
ラ
ス
。
震
度
６
強
の
地

域
が
あ
る
の
は
大
田
区
や

江
東
区
、
町
田
市
な
ど
。

西
多
摩
は
福
生
市
と
青
梅

市
東
側
の
一
部
が
６
弱
。

そ
の
ほ
か
の
平
地
は
５

強
、
山
間
地
は
５
弱
。

　

同
じ
海
溝
型
地
震
の
南

海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
で

は
、
都
内
の
ほ
と
ん
ど
の

地
域
が
５
強
以
下
と
な
っ

て
い
る
。

首
都
直
下
な
ど
西
多
摩
襲
う
大
き
な
地
震

今後 30年以内の発生確率が 70％


